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企画趣旨 ：

　素朴な問として 、 米国の心理学関連領域にお い て行
動分析学は ス キナーの 死後 どの よ うな位置づ けにな
っ て い る の か。米国に在住またはか っ て在住 して最前

線で研究を して きた方に、国際学会や学会誌か らわか

る こ とだけでは なく、現地で研究活動するなか肌で感
じる行動分析学の 現状にっ い てお 聞き した い とい う
の が企画の 趣 旨で ある。
　 日本行動分析学会が設立 して 30年以上 が過 ぎ、今年
は 学会の

一
般社団法人 化や 国際行動分析学会の 開催

など発展的な出来事がある
一

方で 、基礎 と応用の乖離
お よび 、 機関紙 の 掲載論文数や学会発表数の伸び 悩み
とい っ た課題 もある。今後、行動分析学分野にお い て

研究を進めて行くにあた っ て、米国の 事情を参考とす
る こ とで 、 我が国の 行動分析学の 今後の 方向性が見え

て くるか もしれない 。
　そ こ で、本シ ンポジウム で は米国の 状況に詳 しい 3
名 の 話題提供者か ら、基礎領域か ら応用領域に渡 っ て

、

米国にお ける行動分析学の課題に つ い てお話い た だ

い た上 で 、日本の 行動分析学領城に向けて の 提 言を い

ただきた い と思い ます。
　参集 され た方 々 か らも積極的な情報提供 をい た だ

けれ ば幸い で す。

米国で の研究 ・開発 と行動分析 （清水裕文）

　まず、米国で の仕事の 探 し方、必要なビザな ど、 自

分が経験 して きた こ とをお話 しします 。 今後米国で活
動 したい とい う学生や研究者 の 方 の 参考に なれ ば幸
い です。

　同時に、米国の 研究者の活動が どうい うもの か
、 自

分の経験を通 してお話 し します。研究 ・開発費の取得
方法、これまで の傾 向 、 これ か らの傾向などの話題 を

提供します。
　最後に 、 行動分析全体の傾向を、また米国で行動分
析 を学ん だ人 が米国で ど の よ うな活動を して い るか

を、自分が知っ て い る範囲内で時間が許す限りお話 し

します。 事実をで きるだけ正確に伝えるように します、

事実をもとに 、 それぞれ の 方が考察し、今後の可能性、
方向性が見えて くれば幸い です 。

行動分析学の社会的役割　　（黒 田敏数）
　か つ て ス キナーはア メ リカで最 も有名 な心理学者
の 1人であっ た。彼は優れ た哲学者で あり、優れた研
究者で もあっ たが、研究成果を学問だけに留めず社会
に役立 てようとしたこ とが彼の大きな功績だろ う。

ス

キナー以後、学問の 面で は対応法則をは じめとする数
理 モ デル の分野が飛躍的な発展を遂げた。しか しその
一

方で 、 研究成果を如何に社会 へ と役立 て るの か とい

う課題 か ら目を逸 らして きた。
　 「基礎がなければ応用はで きない 」 とい うの は間違
い では ない

。 しか し、基礎研究→ 応用研究とい う従来
の モ デル は、社会 へ の 貢献 とい う観点か らする と効率
が非常に悪 い

。 特定の 社会問題 を如何に解決する か は

基礎研究者に こそ課されるべ き課題であ り又 、応用研
究者に課 され るべ き課題は別 の領域 へ の 知識の 応用
で ある 。 対象が個人で あれ集団であれ、「適切な場所 ・

タイ ミン グで特定の 行動を発生 させ る」 こ とが、行動
分析学者の社会的役割で ある こ とを提言 した い

。

行動分析学の 実践の奨励　　（是村由佳）

　ス キナー
以後 、 行動分析学の 応用 へ の 展開はますま

す活発になり、行動分析学以外の様 々 な背景を持 っ 実
践家も増加 し、学術領域として の 行動分析学に 多様 性
をもた らした。

　行動分析学と、さまざまな背景を持 つ 実践家をっ な
げる考え方 として 、 Sdentist−Practitionerモ デル があ
る。 こ の モ デル の 目的の

一
つ は、実践家が研究や実践

報告が可能になる こ とで ある。米国の様 々 な種類の行
動分析学会の 大会やワ

ー
クシ ョ ッ プ、学術誌は、これ

をサポー トす る環境で ある 。

　
一方で、他学領域を背景とす る実践家の 行動分析学

へ の コ ミ ッ トの しかた は多様で あ り、Scientist−Pract
itionerが成立 しない 場合もある 。 そ の よ うな場合には、
行動分析学者が、実践家の多様な実践を積極的に奨励
し、 またサポー

トする姿勢を持 つ こ とを提言 したい。
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